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改元を目前に思うこと
　この原稿が皆さまのお目に留まる頃には新しい元号も
発表されているでしょう。平成も 30 年余りの期間を経
て、4月30日で幕を閉じ、5月1日から新時代となります。
　元号の起源は古代中国で、日本が独自の元号を公称し
たのは今から 1374 年前の「大化」からです。明治以降
は一世一元といって天皇のご在位の期間に一つの元号を
使用する制度になり、現在元号を使用しているのは世界
中で日本だけです。
　国際的には西暦が多用されており、元号は煩わしいと
いう意見は今も時々耳にしますが、日本国民は元号によ
って、自分や両親、祖父母が生きた時代を○○時代と表
し、国民共有の物語として記憶します。このような貴重
な制度を有していることに、私は誇りを覚えます。
　平成の世を顧みると、成長一直線だった日本の歩みは
一転し、少子化、超高齢化そして人口減少という社会の
縮小が始まり、現在も進行中です。そして、低迷する経
済と新たな格差の発生、そんな社会に追い打ちをかける
ように多くの災害が発生しました。一方そのためか、優
しさや思いやりの大切さが強調された時代でもありまし
た。

　さらに平成の世では、元々我が国が持つ文化的な
底力が、高度情報化や価値観の多様化により更に磨
かれ開花し、今や日本の文化的成熟度は世界的に評
価されるようになりました。そして内外情勢は厳し
さを増していますが、国内的には平和な 30年間で
した。
　さて、5月 1日の新天皇陛下ご即位の日、市内で
も「改元奉祝の集い」が開催される予定です。皇位
継承と改元をお祝いし、我が国と本庄市の末永い繁
栄を祈念し、市役所駐車場にて奉祝式典を挙行。そ
して本庄まつりの山車と、こだま夏まつりの神

み こ し

輿の
共演が行われる予定です。後日市民の皆さまには主
催者の奉祝実行委員会からご案内のチラシが配布さ
れます。
　新たな時代の幕開けを共にお祝いしつつ、決して
楽観出来ない現状を冷静に見つめ、平成の良き点を
継承し改めるべき点を改め、みんなで手を取り合い
お子さんやお孫さんの将来のために、共に励んでま
いりましょう。
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本庄市長

ほっとひと息、ホットな話題　　 Hot Space　
祝百賀

眞尾  オテルさん
（児玉町蛭川）

まちかどＳｎａｐ

　市内在住で大正８年生まれの眞尾オテルさん、 田
一郎さんがめでたく100歳を迎えられました。大正・
昭和・平成と３つの時代を歩んできたお二人に、お祝
いの「寿状」が贈られました。

無病息災などを願いながら

新春の恒例行事「どんど焼き」

　１月 13 日、児玉町児玉地内の小山川河川敷でどんど焼き

（道祖神祭り）が行われました。

　当日は、ご神木と竹で円錐形の高さ約 13ｍのやぐらが作ら

れ、正月飾りやだるま、お札などが一緒に並べられました。

　やぐらに点火されると、勢いよく燃え上がりました。また、

この火で餅などを焼いて食べると御利益があると言われ、来

場者は、まゆ玉
やぐらが勢いよく燃え上がり、竹の「どんどん」と弾け
る音が会場に響き渡った

善意ありがとうございます
　埼玉ひびきの農業協同組
合様から、学童用及び保護
者用横断旗計682本が寄贈
されました。横断旗は、交
通安全活動に役立たせてい
ただきます。

最後のつみっこ合戦
つみっこ合戦ファイナル 有終の美を飾る
　２月23日、つみっこ合戦ファイナルを市役所前庭にて開催
しました。今回で最後を迎えるつみっこ合戦には、過去最高
の4,000人が来場。各店舗が用意したつみっこは全て売り切れ
となり、大盛況のまま幕を閉じました。
　今後、つみっこを含めた「食」に関する新たなイベントを
開催するとともに、さまざまなイベントでつみっこは提供し
ていく予定です。 各ブースにはつみっこを求めて長蛇の列ができ、来場者

は各店舗のつみっこを食べ比べた

　３月１日、本庄東小学校の児童11名に本庄警
察署より感謝状が贈呈されました。これは、２
月２日に開催した本庄市安全安心まちづくり研
修会で、交通事故・振り込め詐欺撲滅に向けた
「おまわりさん・子ども歌舞伎」を上演し、地
域の安全安心に貢献したことによるものです。

本庄東小の児童へ感謝状の贈呈

　「ほんじょう緑の基金」へ
次の団体から多額のご寄附
をいただきました。寄附金
は、本庄段丘斜面林等の緑
の保全のために活用させて
いただきます。

寄附団体(五十音順·敬称略)
㈱伊藤園、㈱群馬ダイドー、
コカ・コーラボトラーズ
ジャパン㈱、埼玉北部ヤク
ルト販売㈱、㈱ビバレッジ
サービスアライ

叙位叙勲

　去る12月24日に逝
去された武政正雄氏
に「旭日単光章」が
授与されました。
　ご冥福をお祈りい
たします。

元児玉町議会議員
武政  正雄さん
（児玉町児玉）

田  一郎さん
（田中）


